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JIP's Direct 「FOCUS」： インフラファンドを見直す～現状、課題、そして期待について

第1章インフラファンドの現状と課題について
第2章日本のインフラファンドの状況について
第3章投資対象として見たインフラファンド
第4章市場仲介者の関与について

日本国内のインフラへの投資
約3兆円（増加傾向）

太陽光施設

再エネ施設の8割以上

続くファンド設立

出力制御

規制・補助金見直し

収益性低下リスク

デジタル・社会インフラ

技術革新と新素材

海外ファンドの参入

AI・DX需要拡大

風力発電施設

再エネの多様化ニーズ

ポテンシャルが大きい

データインフラ分散

電力インフラ制約

投資回収長期化

土地・開発規制リスク

系統用蓄電池

大規模洋上施設期待

建設コスト高騰

サプライチェーン脆弱

投資回収長期化

特化ファンド運用開始

高まる必要性

投資計画増加

政策変更リスク

収益モデル不明確

技術・運用面の課題

複合することで相乗的拡大への可能性

近況

課題

日本のインフラファンドの状況
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